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（論文内容の要旨） 
 
 中国では、「油漆」という概念を漢時代から用いてきた。そもそもの「油漆」には、言葉どおり天然の
漆が含まれていたのである。しかし、文化大革命（1966年５月～1976年11月）を境として、「油漆」とい
う言葉は広く塗料一般を意味するようになった。このため「油漆」という名称を用いても、実際には天
然漆を含まない合成塗料の代名詞となってしまった。 
 一般に欧米や日本において「パブリックアート」とは、公共空間に設置される美術作品を意味する。
一方、中国でも毛沢東の打ち立てた「百花斉放、百家争鳴」の方針のもと、広義には「パブリックアー
ト」とも解釈できる「公共芸術」が生まれた。この中国の「公共芸術」は時の政府の政策やスローガン
を押し出すものであったが、今日ではその定義は曖昧となり、地域や個人によって解釈が異なるものと
なっている。その意味では、中国において「公共芸術」は欧米や日本でいう「パブリックアート」に近
づいてきているとも言えよう。こうした現状を踏まえて、本論は、現在の中国が抱える「油漆」の問題
と、「パブリックアート（公共芸術）」の問題を論じ、そして自作の意味付けを行うことを目的とする。 
 
 本章の構成は、三章からなる。 
 第一章では、パブリックアートや漆は各国で大きく定義が異なるが、中国の特色を中心に論じた。漆
において明記されるべきは、「油漆」である。漢代にはこの言葉が広く使われていたが、千年以上使われ
てきたこの専門用語も今日では基本的に「化学塗料」を指し、変化はあれども中国に普遍的に存在して
いる概念である。 
 一方「パブリックアート」といえる「公共芸術」は、毛沢東が1956年、中共中央政治局拡大会議にお
いて、科学文化の方面における「百花斉放・百家争鳴」の方針を実行することを正式に打ち出したこと
に始まる。当初は政府の定めた枠に従って政治的なメッセージを伝えるものであったが、最近ではより
多彩かつ自由な形式となりつつある。 
 
 第二章では、中国のパブリックアート（公共芸術）と漆、塗装文化について論じた。これらは中国現
代史のうねりとともに、ドラスティックな変化をとげていった。文化大革命時代までは「油漆」という
塗料には、確かに漆が含まれていた。しかし文化大革命以後は、「油漆」にはすでに漆が含まれないもの
となった。その背景には、発展とスピードを求める時代や社会的な要請があったと言えよう。それに対
    
 
して、近年、福州では、新たに伝統的な「漆」の復興が目指されており、筆者もその動きに賛同してい
きたいと思っている。 
 
 第三章では、自作品について論じた。過去と現在、また博士提出作品のコンセプトや制作プロセスを
論じ、作品の意味付けをおこなった。作品は、過去・現在・未来にいたる犬と人間の関係をテーマとし
ている。過去の歴史において犬は人に忠実な下僕であったが、現在では時に子供以上に可愛がられる愛
玩動物となっている。 
 さらに進んで未来には犬が人を下僕とするかもしれない。しかし、やがてそれも終わり、すべては自
然に帰すというストーリーを表現した。作品は立体とパネルからなるが、公共空間の広さや状況に合わ
せて、組合せを自由に変えることができる。たとえ組合せをどのように変えてもストーリーの意味が損
なわれることはないように考慮した。こうした組合せの妙を素材面でも表現しようと考え、ガラスや布、
金属など様々な異素材を用いた。 
 また、日本で学んだ蒔絵技法や中国の染色透明技法を生かしてここでも異素材の組合せをおこなった。 
 
 結論にかえて、筆者の将来的な展望を記して本稿をまとめることとしたい。現在の中国の「パブリッ
クアート」は、当初の政策的な意味を超えて、個人の考えに左右されるように思う。その際、筆者の考
える「パブリックアート」は、漆と不可分の関係にある。全世界を見ると漆の樹はアジアにまとまって
自生していることがわかる。 
 漆文化の源は漆樹といえるが、すなわち日本列島から中国中南部南、東南アジア北部を経てヒマラヤ
までの地域は漆を介して同一文化圏をなしている。 
 漆はそれぞれの国々や、異民族、宗教、文化、経済、芸術などの文化が発展をとげるなかで、各地域
や分野に溶け込み、もはや「漆文化」というものを形成していると言ってよい。同時に絶え間ない漆文
化圏の交流を通じ、一種の共通認識が成立していった。このような漆に対する共通認識、あるいは共通
感覚は、真の意味で「パブリックアート」を支える大きな原動力となりえるであろう。 
 今回の博士提出作品においては、過去・現在・未来という時間軸をテーマとしたが、最終的には自然
に回帰するというコンセプトを提示した。これと同じように漆の世界も、過去・現在・未来を見据えつ
つ、また自然に戻ることが必要である。現在、中国における「油漆」は、天然の漆が含まれないものと
なってしまった。 
 しかし、ここ５年ほどは天然の漆が求められ、中国の漆芸家はこうした伝統の漆に対する可能性を深
く探る必要性に気付きはじめた。中国では文化革命期を機として天然の漆の伝統の断絶が長く、決して
たやすい道ではないが、筆者は日本での経験を生かしつつ、その果てしない可能性を求めていきたいと
考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 陳秋榮はすでに中国でも活躍している作家であり、激動の現代中国を体験してきた人物でもある。近
年の欧米における中国現代アートの流行を契機として、日本でも文化革命から現在にいたる様々な作品
が紹介されている。しかし、その多くが絵画やパフォーマンスであり、工芸に関するものはさほど多く
はなく、実作者の声がわかる資料も希である。こうした現状に対して、本論文は、現代に生きる中国の
工芸家の生の声を記したものとしてきわめて高い価値を持っている。 
 第１章では、広義のパブリックアートといえる中国の「公共芸術」、日本と中国の漆の違いが述べられ
ている。つづく第２章では文化革命から現代までの中国の公共芸術と漆の歴史、さらに作家の個人史も
盛り込まれている。特に第２章で論じられた内容は、今まで多くの日本人が知りえなかった情報が記さ
    
 
れている点、特に激動の歴史のなかで中国人作家がどのように考え、行動してきたのかを知りえる点で
本論文のなかで最も注目すべき部分となっている。 
 第３章では、自作の歴史が述べられている。中国の伝統的主題を扱った作品、日本の留学を契機に学
んだ蒔絵による作品群、ペンギンをモティーフにした環境問題を盛り込んだ作品への推移が述べられて
いる。ドメスティックな切り口を得意とした作家が、日本の留学によって普遍的なテーマへと視野を広
げていく過程が丹念に文章化されており、今後の可能性を期待させる部分となっている。 
 第４章では、提出作品のコンセプト、制作過程などが述べられている。作品の組み合わせの自在さや、
ガラスや布などといった異素材の組み合わせなど、枠を超えた表現の可能性が論じられており、第３章
からさらに進んだ様子がうかがわれる。 
 アジアの工芸作家が自作を論じようとする時、その多くは「伝統」に拘泥することになる。急速に伝
統が失われている今、それは好ましく、またあるべき姿でもあろう。しかし本論文の全体を通じてもっ
とも強く印象に残るのは、この作家の未来に対するあくなき志向と、飽きることを知らぬ進化である。
とりわけ日本語能力の限界をかかえながらも言葉を探すことに全力を注ぎ、その結果として質量ともに
充実した成果につながったことは実に喜ばしいことである。本論文は今日の日本にとってもアジアの工
芸作家の考えを知る上できわめて貴重なものであり、博士学位授与に値するものと判断する。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 「時空—記憶」は壁面作品５点、立体作品４点で全体が構成された作品である。壁面作品は５つの場面
描写で表現している。作品は人間と犬の関係を主題とし、その関係が過去、現在という時間の観点から
どのように変化してきたかを考察し、またその後の未来はどのように変化していくのかについてイメー
ジ表現している。 
 壁面作品５点は、乾漆技法で造形したもので作者の意思、力が直接伝わる金網を使用している。平滑
な面に蒔絵をするのではなく、時空の流れの中のイメージにもとらえることができる波のように隆起し
た面の乾漆の基盤を作成し、表現として表面のマチエール、蒔絵の引っ掻き技法、沈金技法を駆使し、
重層的な平面作品に仕上がっている。 
 マチエールを荒くした面が画面を覆い、作者の表現したい世界が作品全体の大きさに対して、少なく
配置された印象がある。画面として全体が暗い仕上がりになりスッキリ見えてこないのがとても残念で、
効果としては弱いが存在感のある作品に仕上がっている。そして、これらの作品は、パブリックスペー
スの広さ、状況に応じて作品を自由に組み合わせることが可能で、ストーリの内容も損なわれないよう
に考慮されている。 
 立体作品４点は、壁面作品の主題にそれぞれリンクしており、麻布、木、ガラス等の異素材を組み込
みながら制作している。 
 犬とジーンズの作品であるが、愛玩動物となった犬の日常生活を主人のジーンズと戯れ遊ぶワンシー
ンである。ジーンズを針金で整形し、漆で固めた後針金は取り除き、塗り上げたもので素材感が直接伝
わってくる。 
 また、未来では人間と犬の社会が逆転し、犬が人間を支配する。木彫と乾漆を併せた作品はアニメー
ションのイメージ表現である。お洒落な装いで白い雲の上に座り自由に行き来している様を制作してい
るが、これは人間ではなく犬の社会である。 
 そして作者は立体造形の作品の中でガラスを素地とした漆芸作品も制作しており、ガラスと漆の密着
性はとても難しく、剥離し易い組み合わせとして漆芸の世界では周知の事実である。ガラスと漆の密着
性を研究している国立台湾芸術大学の黄寶賢氏の協力でガラス製の犬の造形物も完成までこぎ着けるこ
とができた。 
    
 
 日本で学んだ蒔絵技法や中国の染色透明技法を活かし、漆と異素材の組み合わせを積極的に取り入れ、
多種な表現を提示した。現代の中国を意識した公共空間（パブリックスペース）における漆芸の新しい
表現の可能性を追求した本提出作品は評価に値する。 
 また研究熱心な姿勢を持つ本申請者はこれからのアジア、中国の漆芸を担っていく人材であると考え
る。よって博士学位授与にふさわしいと判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本申請者は、既に中国において数多の受賞をし、作品が美術館に収蔵され、公的施設に飾られる等知
名度の高い漆芸作家である。またフランスを始め、日本、韓国、台湾で行われた国際的規模の漆芸展覧
会においても、招待出品と受賞を重ねる等国外にても注目されている。 
 閩江学院美術学院の現役の副教授でありながら、本学に研究生として一年在学し、日本の漆芸技法を
学び、修士課程に進学した。そこでは、日本と中国との漆芸技法を比較研究し、日中茶道文化への提言
の作品を発表した。博士課程の三年間、漆芸の創作研究と、多角的な交流に関しての実地研究を重ねて
来た。今回提出された論文と作品はこれまでの漆芸に関する研究成果を総合的にまとめた物である。 
 公共藝術と言う言葉を、中国ではある主張を表すと言う観点にて論じ、実際の中国の近代の歴史にお
いて実証作品を提示していることは、今後本申請者が、制作展開して行く姿勢についての広がりが見え
て来ることで実に興味深い。 
 今回提出した作品は、自然の中で共に生きている人間と動物との関係を歴史軸の中で考察し、未来の
地球がどうなるかについての示唆をした作品である。この動物の象徴として犬を選んでいる所に、本申
請者が作品を創り続ける事の原点が窺い知れる。 
 作品は自然との共存や、地球環境の保全に対してのメッセージを訴え、国と言う単位ではなく、世界
共通の問題意識を提示し、見る物に様々な思いを抱かせ、今後藝術が人々に取って果たす役割を暗示し
ている。 
 これらの思いを展開する為に布、木、硝子、金属等の素材を漆で固め、塗り重ねて平面と立体作品と
して表現したもので、空間の形状と大きさの変化をもとに、展示方法を変える事が出来る。空間の姿に
よって組み合わせを変え、展開できる点は評価が高い。 
 本申請者は常に高い理想を持ち、今後の世界の漆藝界のリーダーとして、活躍が最も期待される人物
である。審査員一同の合議により本申請者を博士学位授与としてふさわしいと判断するものである。 
 
